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シ
ェ
リ
ン
グ
「
同
一
性
哲
学
」
に
お
い
て
、
「
思
惟
ｌ
存
在
の
同
一
性
」
と
い
う
古
代
以
来
の
テ
ー
ゼ
が
中
心
的
な
問
題
と
な
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
す
で
に
「
超
越
論
哲
学
」
の
試
み
の
時
期
か
ら
彼
の
理
論
展
開
の
基
礎
に
お
い
て
い
る
。
１
７
９
５
年
の
「
哲
学
の
原
理
と
し
て
の
自
我
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
存
在
の
原
理
と
認
識
の
原
理
と
が
合
致
」
ロ
》
目
忌
巴
す
る
点
が
あ
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
１
７
９
６
／
７
年
の
後
に
こ
う
名
づ
け
ら
れ
た
「
知
識
学
と
い
う
観
念
論
の
解
明
の
た
め
の
諸
論
」
で
は
、
「
問
わ
れ
る
の
は
対
象
と
表
象
一
般
の
こ
の
よ
う
な
同
一
性
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
」
倉
．
Ｆ
霊
巴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
「
対
象
と
表
象
と
の
、
存
在
と
認
識
作
用
と
の
絶
対
的
同
一
性
を
説
明
す
る
」
（
①
三
・
）
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
（
１
）
自
然
哲
学
の
前
提
と
し
て
こ
の
テ
ー
ゼ
を
認
識
論
的
に
取
り
上
げ
、
自
然
ｌ
精
神
の
同
一
性
を
自
然
哲
学
の
展
開
の
原
理
と
し
た
。
こ
の
原
理
を
根
本
に
お
い
て
、
超
越
論
哲
学
と
自
然
哲
学
を
二
つ
の
分
肢
と
す
る
体
系
を
構
想
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
一
性
体
系
で
あ
る
。
こ
の
同
一
性
体
系
を
そ
の
原
理
に
お
い
て
論
争
を
通
じ
て
鍛
え
て
行
く
時
期
が
ま
さ
に
同
一
性
哲
学
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
自
己
肯
定
と
し
て
の
神
ｌ
「
同
一
性
哲
学
」
に
お
け
る
絶
対
者
の
把
握
、
そ
し
て
知
的
直
観
は
じ
め
に
ｌ
課
題
の
設
定
長
島
隆
57
フ
ィ
ヒ
テ
と
の
対
決
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
「
絶
対
者
」
と
「
絶
対
自
我
」
と
を
区
別
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
自
然
哲
学
の
時
期
を
通
じ
て
、
明
確
に
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら
分
離
す
る
。
こ
の
同
一
性
哲
学
の
出
発
点
に
お
い
て
「
自
我
が
す
べ
て
」
で
あ
る
フ
ィ
ヒ
テ
に
た
い
し
て
「
す
べ
て
が
自
我
」
を
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宮
》
三
》
ご
巴
、
は
っ
き
り
と
自
ら
の
体
系
の
出
発
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
モ
デ
ル
に
な
る
の
が
ス
ピ
ノ
ザ
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
こ
の
時
期
を
１
８
０
１
年
の
「
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
」
か
ら
１
８
０
６
年
（
２
）
の
「
自
然
哲
学
序
論
へ
の
ア
フ
ォ
リ
ス
メ
ン
」
、
お
よ
び
「
自
然
哲
学
の
ア
フ
ォ
リ
ス
メ
ン
」
に
至
る
時
期
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
す
で
に
哲
学
は
ま
さ
に
「
理
性
の
立
場
」
に
お
い
て
成
立
し
、
理
性
の
境
位
に
お
い
て
成
立
す
る
。
そ
の
初
め
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
同
一
性
哲
学
期
に
は
、
こ
の
原
理
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
ど
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
よ
う
に
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
二
つ
の
点
で
、
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
１
に
、
こ
の
原
理
の
表
現
の
問
題
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
問
題
は
端
的
に
ヘ
ー
ゲ
ル
ー
シ
ェ
リ
ン
グ
の
イ
ェ
ー
ナ
期
の
共
同
（
３
）
（
４
）
を
取
り
扱
う
場
合
に
、
「
結
合
と
非
結
合
の
結
合
」
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
把
握
と
「
同
一
性
の
同
一
性
」
Ｑ
》
宮
》
届
己
と
い
う
シ
ェ
リ
（
５
）
ン
グ
の
把
握
の
対
比
と
し
て
、
か
つ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
定
義
が
「
否
定
性
」
を
含
む
が
ゆ
え
に
、
優
位
に
立
つ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
同
一
性
体
系
こ
そ
垂
同
一
性
体
系
は
成
り
立
つ
。
「
私
は
私
が
超
越
論
哲
学
と
名
づ
け
る
も
の
も
自
然
哲
学
と
名
づ
け
る
も
の
も
各
々
を
そ
れ
だ
け
で
独
立
に
含
局
胃
ご
哲
学
体
系
そ
の
も
の
と
は
見
な
さ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
哲
学
体
系
の
一
面
的
叙
述
以
上
の
も
の
と
は
見
な
さ
な
い
。
」
（
置
屋
巴
性
体
系
こ
そ
が
シ
ェ
リ
ン
グ
の
考
え
る
哲
学
の
体
系
で
あ
っ
た
。
自
然
哲
学
と
超
越
論
哲
学
の
一
面
性
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
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こ
の
よ
う
な
通
説
的
な
解
釈
を
前
提
す
る
と
し
て
も
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
把
握
の
含
意
と
問
題
意
識
は
や
は
り
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
同
一
性
の
同
一
性
」
と
い
う
定
式
化
を
行
う
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
こ
の
原
理
、
す
な
わ
ち
、
絶
対
者
を
「
直
接
性
」
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
「
絶
対
者
」
が
分
裂
、
反
省
の
構
造
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
し
て
「
絶
対
者
」
で
は
な
く
、
制
限
さ
れ
た
意
味
で
の
「
絶
対
者
」
で
し
か
な
い
。
少
な
く
と
も
「
絶
対
者
」
が
絶
対
的
で
あ
る
限
り
、
反
省
を
超
え
、
「
直
接
性
」
に
お
い
て
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
彼
の
初
期
か
ら
同
一
性
哲
学
に
お
け
る
展
開
に
い
た
る
ま
で
「
知
的
直
観
」
が
、
こ
の
「
直
接
性
」
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
私
が
副
題
と
し
て
「
そ
し
て
知
的
直
観
」
と
い
う
題
目
を
つ
け
る
意
味
が
あ
る
。
こ
の
「
知
的
直
観
」
と
い
う
概
念
も
ま
た
本
稿
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
皆
勗
の
言
屋
屋
長
か
ら
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
雷
勗
の
冨
巨
巨
信
へ
と
「
知
的
」
の
表
記
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
問
題
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
、
自
然
哲
学
に
至
る
時
期
と
同
一
性
体
系
で
は
「
知
的
直
観
」
は
ど
の
よ
う
な
相
違
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
も
ま
た
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
□
だ
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
実
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
知
的
直
観
」
論
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
、
本
格
的
に
論
じ
る
の
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
む
し
ろ
本
稿
で
の
課
題
は
、
同
一
性
体
系
の
理
論
構
造
と
そ
こ
に
お
け
る
「
知
的
直
観
」
の
持
つ
意
義
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
「
知
的
直
観
」
と
い
う
概
念
は
ま
さ
に
こ
の
同
一
性
体
系
の
時
期
を
超
え
る
と
き
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
知
的
直
観
」
と
い
う
概
念
は
、
ま
さ
に
「
自
我
論
文
」
（
１
７
９
５
年
）
と
「
詳
述
」
（
１
８
０
２
年
）
を
中
心
と
し
、
同
一
性
体
系
の
時
期
の
「
自
然
哲
学
序
論
へ
の
ア
フ
ォ
リ
ス
メ
ン
」
（
１
８
０
６
年
）
に
お
い
て
最
後
に
現
れ
る
。
そ
の
後
は
、
回
顧
的
に
初
期
の
自
ら
の
哲
学
を
考
察
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
言
呈
胃
言
巴
か
ら
三
里
禺
言
里
へ
の
転
換
は
１
８
０
０
年
の
『
超
越
論
的
観
念
論
の
体
系
』
（
一
○
）
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
例
外
は
い
く
つ
か
あ
る
が
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
第
２
に
、
こ
の
「
直
接
性
」
と
し
て
の
原
理
に
わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
シ
ェ
リ
ン
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グ
は
彼
の
同
一
性
哲
学
期
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
か
つ
最
初
の
論
考
で
あ
る
「
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
」
で
「
絶
対
理
性
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
こ
で
は
、
す
で
に
自
然
哲
学
の
営
み
を
前
提
に
し
て
、
一
つ
の
過
程
と
し
て
の
自
然
を
前
提
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
絶
対
理
性
」
の
境
位
に
お
い
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
自
然
哲
学
の
営
み
以
来
の
一
つ
の
方
法
的
な
操
作
を
前
提
に
し
て
こ
の
問
題
を
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
的
操
作
こ
そ
が
「
脱
ポ
テ
ン
ッ
化
」
と
い
う
操
作
で
あ
る
。
こ
の
操
作
と
、
知
的
直
観
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
後
者
の
点
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
と
思
う
。
（
１
）
原
理
と
し
て
の
「
絶
対
的
理
性
」
ま
ず
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
同
一
性
体
系
の
出
発
点
で
あ
る
「
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
」
（
以
下
「
叙
述
」
と
略
記
す
る
）
か
ら
「
理
性
」
に
つ
い
て
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
定
義
を
引
用
し
よ
う
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
私
は
理
性
を
絶
対
的
理
性
（
号
ｇ
言
①
寿
昌
昌
鄙
）
と
名
づ
け
る
。
［
そ
れ
は
］
言
い
換
え
れ
ば
、
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も
の
、
、
、
、
、
、
、
、
と
の
総
体
的
無
差
別
言
巨
①
宮
屋
討
扁
目
）
と
し
て
考
え
ら
れ
る
限
り
に
お
け
る
理
性
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
お
よ
そ
ど
の
●
●
●
●
●
●
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よ
う
に
し
て
理
性
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
に
至
る
の
か
…
・
・
・
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
至
る
の
は
、
哲
学
の
内
で
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
も
の
と
の
間
に
立
て
ら
れ
る
も
の
、
そ
し
て
明
ら
か
に
両
者
に
対
し
て
無
差
別
に
振
る
舞
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
」
（
第
１
節
”
］
》
三
・
屋
ら
１
．
「
絶
対
者
」
と
は
ｌ
始
原
の
直
接
性
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①
「
捨
象
」
の
問
題
こ
う
し
て
、
同
一
性
体
系
に
お
い
て
は
、
「
反
省
」
は
「
理
性
」
す
な
わ
ち
、
「
理
性
の
立
場
」
に
至
る
方
法
を
意
味
し
て
い
る
“
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
す
で
に
、
自
然
哲
学
（
の
試
み
の
最
後
）
に
お
い
て
、
彼
は
「
脱
ポ
テ
ン
ッ
化
ｅ
ｇ
三
ｇ
昌
巨
長
）
」
Ｐ
三
ゞ
宅
）
と
い
う
方
法
的
操
作
を
提
起
し
た
。
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
、
個
々
の
自
然
物
か
ら
根
源
的
な
自
然
の
あ
り
方
に
遡
及
す
る
。
あ
る
い
は
意
識
か
ら
同
じ
こ
と
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
原
理
的
な
「
純
粋
な
主
観
Ⅱ
客
観
」
に
い
た
る
と
い
う
操
作
で
あ
る
Ｐ
三
・
雪
）
。
そ
れ
に
よ
っ
て
原
理
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
原
理
的
な
「
純
粋
な
主
観
Ⅱ
客
観
」
か
ら
、
「
主
観
的
な
主
観
Ⅱ
客
観
」
に
ま
で
「
跡
づ
け
す
る
」
（
ｚ
胃
ご
○
言
房
言
邑
）
の
が
「
超
越
論
的
観
念
論
」
の
課
題
で
あ
り
、
「
主
観
的
な
主
観
Ⅱ
客
観
」
か
ら
「
客
観
的
な
主
観
Ⅱ
客
観
」
に
ま
で
「
跡
づ
け
す
る
」
の
が
自
然
哲
学
の
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
同
一
性
体
系
の
前
提
と
し
て
、
自
然
哲
学
と
超
越
論
哲
学
と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
両
者
は
ま
さ
に
対
立
し
た
方
向
性
を
持
つ
学
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
自
然
哲
学
と
超
越
論
哲
学
と
は
円
環
構
造
を
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
方
を
基
礎
づ
け
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
「
反
省
」
の
前
提
で
あ
る
。
ま
ず
理
性
は
「
絶
対
的
」
で
あ
り
、
「
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も
の
と
の
総
体
的
無
差
別
」
と
定
義
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
自
然
哲
学
お
よ
び
超
越
論
哲
学
と
い
う
初
期
の
試
み
が
「
一
面
的
叙
述
」
で
あ
り
、
こ
の
無
差
別
点
に
全
哲
学
の
叙
述
が
成
り
立
つ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
は
考
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
無
差
別
点
こ
そ
が
「
絶
対
的
理
性
」
の
領
域
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
然
哲
学
も
超
越
論
哲
学
も
ま
た
捉
え
か
え
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
理
性
へ
至
る
の
は
、
こ
の
無
差
別
、
、
、
、
を
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
反
省
」
は
ま
さ
に
「
捨
象
」
と
い
う
シ
ェ
リ
ン
グ
の
独
自
の
方
法
と
結
び
付
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ま
さ
に
こ
の
「
思
惟
者
の
捨
象
」
こ
そ
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
思
惟
、
す
な
わ
ち
人
間
的
思
惟
の
境
位
に
お
い
て
は
思
惟
者
と
思
惟
さ
れ
る
も
の
（
対
象
）
と
い
う
区
別
が
存
在
し
、
こ
の
区
別
を
超
え
な
い
限
り
に
お
い
て
思
惟
は
成
り
立
つ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
純
粋
な
主
観
Ⅱ
客
観
」
の
境
位
で
は
、
こ
の
区
別
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
「
捨
象
」
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
だ
か
ら
、
「
反
省
」
は
こ
こ
で
は
二
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
第
１
に
、
絶
対
的
同
一
性
そ
の
も
の
の
反
省
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
絶
対
的
同
一
性
そ
の
も
の
へ
と
還
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
哲
学
の
時
期
に
は
自
然
と
精
神
と
が
前
景
に
出
て
、
絶
対
的
同
一
性
が
そ
れ
ら
の
背
後
に
隠
れ
て
い
た
。
だ
が
、
今
や
反
省
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
同
一
性
は
こ
れ
ら
二
つ
の
領
域
を
自
ら
の
内
に
回
収
し
、
絶
対
的
同
一
性
と
し
て
自
ら
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
「
絶
対
理
性
」
の
境
位
で
あ
る
。
第
２
に
、
こ
れ
が
「
捨
象
」
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
引
用
文
の
あ
と
に
次
の
よ
う
に
「
思
惟
者
の
捨
象
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
理
性
は
先
の
捨
象
に
よ
っ
て
真
の
自
体
（
雷
〕
‐
胃
ｇ
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も
の
と
の
無
差
別
点
に
属
す
る
。
」
（
第
１
節
《
①
豆
．
）
「
理
性
の
思
惟
ｅ
ｇ
寄
邑
号
局
壽
目
昌
邑
は
ど
の
人
に
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
理
性
を
絶
対
的
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
に
は
、
し
た
が
っ
て
私
が
要
求
す
る
立
場
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
思
惟
者
（
量
の
己
①
房
①
邑
の
）
が
捨
象
さ
れ
（
号
弩
呂
寅
①
目
）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
第
１
節
恥
』
、
三
・
旨
と
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だ
か
ら
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
反
省
」
は
も
は
や
人
間
的
思
惟
を
主
体
と
し
た
反
省
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
絶
対
理
性
」
が
行
う
反
省
、
「
存
在
論
的
反
省
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
絶
対
理
性
」
の
境
位
に
お
い
て
「
理
性
」
の
運
動
と
し
て
性
」
は
主
観
的
理
性
で
し
上
問
題
は
立
て
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
境
些
同
一
性
は
、
存
在
（
す
る
｝
認
識
」
（
医
』
圏
）
と
な
る
②
「
絶
対
理
性
」
と
「
絶
対
的
同
一
性
」
だ
か
ら
、
「
同
一
性
哲
学
」
で
は
、
①
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
た
「
絶
対
理
性
」
に
お
け
る
「
理
性
の
自
己
展
開
」
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
「
絶
対
理
性
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
す
で
に
「
思
惟
」
の
枠
組
み
を
超
え
て
い
る
が
故
に
、
端
的
に
一
切
は
理
性
の
う
ち
に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
理
性
の
外
部
に
は
何
も
の
も
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
理
性
の
内
に
は
全
て
が
存
在
す
る
」
（
第
２
節
》
」
》
員
屋
巴
。
少
な
く
と
も
第
１
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
思
惟
の
段
階
を
止
揚
し
、
し
か
も
、
す
で
に
そ
の
限
り
、
理
性
は
主
観
的
理
性
で
は
な
く
、
「
絶
対
理
性
」
で
あ
る
。
も
し
「
理
性
」
の
外
部
に
何
も
の
か
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
理
的
理
性
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
は
や
理
性
の
外
部
に
は
何
も
な
く
、
す
べ
て
理
性
の
内
部
に
あ
る
と
い
う
境
位
で
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
到
達
さ
れ
た
「
絶
対
理
性
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
と
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
限
り
で
は
、
ま
だ
そ
れ
自
身
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
自
然
哲
学
と
超
越
論
哲
学
に
よ
っ
て
前
提
が
作
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
独
自
の
基
礎
付
け
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
問
題
は
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
境
位
に
お
い
て
絶
対
者
は
「
絶
対
的
同
一
性
」
と
い
う
表
現
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
絶
対
的
（
す
る
こ
と
）
と
認
識
（
す
る
こ
と
）
の
同
一
性
で
あ
る
が
故
に
、
認
識
す
る
こ
と
も
ま
た
「
絶
対
的
同
一
性
の
自
己
。
そ
し
て
こ
こ
に
お
い
て
絶
対
的
同
一
性
は
「
同
一
性
の
同
一
性
」
（
第
陥
節
補
遺
率
』
》
三
届
己
と
い
う
表
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こ
の
「
絶
対
的
総
体
性
」
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
宇
宙
」
で
あ
り
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
現
実
の
存
在
形
式
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
す
で
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
主
張
を
想
起
す
べ
き
な
の
だ
が
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
は
ま
さ
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
な
る
点
と
し
て
で
は
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
存
在
す
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
（
万
有
）
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
存
在
す
る
も
の
に
お
い
て
こ
そ
、
差
別
は
存
在
し
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
に
お
い
て
は
、
差
別
は
存
在
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
、
、
、
こ
の
存
在
す
る
も
の
は
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
故
に
、
「
絶
対
的
総
体
性
」
は
直
接
に
「
絶
対
的
同
一
性
」
現
を
獲
得
す
る
。
こ
の
含
意
は
ま
さ
に
「
認
識
と
し
て
の
同
一
性
」
と
「
存
在
と
し
て
の
同
一
性
」
の
同
一
性
と
い
う
点
に
お
い
て
「
絶
対
的
同
一
性
」
は
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
絶
対
的
同
一
性
は
た
だ
同
一
性
の
同
一
性
と
い
う
形
式
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
」
（
①
三
・
）
。
こ
の
点
は
「
叙
述
」
の
あ
と
に
書
か
れ
た
「
哲
学
体
系
か
ら
の
さ
ら
な
る
叙
述
」
（
１
８
０
２
年
）
に
お
い
て
、
よ
り
詳
し
く
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
者
は
二
つ
の
存
在
様
式
を
持
つ
。
存
在
す
る
こ
と
と
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
属
性
論
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
だ
が
、
重
要
な
の
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
属
性
と
異
な
っ
て
絶
対
者
は
こ
の
二
つ
だ
け
を
存
在
様
式
と
し
、
、
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
絶
対
者
が
「
絶
対
的
同
一
性
」
で
あ
る
限
り
、
こ
れ
は
点
と
い
う
数
学
的
概
念
と
同
様
に
、
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
絶
対
的
同
一
性
は
二
つ
の
存
在
様
式
で
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
「
叙
述
」
で
絶
対
的
同
一
性
と
「
絶
対
的
総
体
」
の
関
係
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
を
具
体
的
に
展
開
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
で
あ
る
。
「
絶
対
的
同
一
性
は
絶
対
的
総
体
性
（
ざ
三
一
重
）
で
あ
る
」
（
第
恥
節
三
三
届
巴
。
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（
２
）
知
的
直
観
の
変
貌
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
境
位
は
、
直
接
性
と
不
可
分
性
そ
し
て
活
動
性
と
い
う
指
標
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
（
６
）
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
指
標
で
示
さ
れ
る
の
は
、
「
知
的
直
観
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ナ
ー
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
「
知
そ
れ
ゆ
え
、
二
つ
の
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
１
に
、
「
量
的
差
別
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
は
「
個
別
的
存
在
」
あ
る
い
は
「
個
体
性
」
で
あ
る
。
第
２
に
、
「
自
体
」
は
絶
対
的
同
一
性
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
様
式
で
あ
る
「
絶
対
的
総
体
性
」
で
あ
る
。
「
個
別
的
存
在
」
あ
る
い
は
「
個
体
性
」
は
こ
の
「
絶
対
的
総
体
性
」
の
外
部
に
あ
り
、
そ
の
限
り
、
「
量
的
差
別
」
の
領
域
に
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
量
的
差
別
」
は
本
質
に
お
い
て
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
存
在
の
あ
り
方
に
お
い
て
差
別
が
あ
る
（
異
な
っ
て
い
る
）
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
差
別
と
い
う
の
は
、
「
主
観
性
」
と
「
客
観
性
」
の
「
量
的
差
別
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
本
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
「
絶
対
理
性
」
の
外
部
に
、
「
思
惟
」
の
領
域
に
存
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
個
別
的
存
在
」
あ
る
い
は
「
個
体
性
」
は
ま
さ
に
こ
の
「
思
惟
」
と
い
う
人
間
的
有
限
者
の
世
界
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
自
体
で
は
な
く
、
現
象
の
（
む
し
ろ
仮
象
の
）
世
界
で
あ
る
。
逆
に
こ
の
立
場
か
ら
「
絶
対
的
同
一
性
」
は
「
量
的
無
差
別
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
こ
の
差
別
を
「
形
相
的
差
別
言
詳
禺
①
三
四
ざ
局
日
四
房
）
」
（
「
叙
述
」
第
刈
節
注
１
率
岸
三
》
届
④
と
も
呼
び
、
「
量
的
差
別
は
お
よ
そ
分
離
の
働
き
（
壁
〕
の
○
呂
の
日
長
の
四
豆
に
よ
っ
て
し
か
、
ま
た
分
離
の
働
き
を
考
慮
し
て
し
か
定
立
さ
れ
な
い
」
（
の
三
・
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
量
的
差
別
は
た
だ
絶
対
的
総
体
性
の
外
部
で
の
み
可
能
で
あ
る
」
（
第
茄
節
追
加
恥
①
三
・
）
。
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①
こ
の
知
的
直
観
は
、
認
識
の
原
理
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
存
在
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
「
有
限
者
」
、
「
無
限
者
」
そ
し
て
「
永
遠
者
」
Ｐ
三
鴎
巴
に
し
た
が
っ
て
認
識
も
区
別
さ
れ
る
。
す
る
。
こ
の
こ
皿
る
。
こ
れ
が
両
る
こ
と
に
な
る
。
的
直
観
」
が
す
で
に
「
叙
述
」
に
お
い
て
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
冒
頭
で
引
用
し
た
「
絶
対
理
性
」
の
問
題
が
そ
、
、
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
絶
対
理
性
」
は
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
す
る
場
面
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
直
接
に
二
つ
の
存
在
様
式
で
現
に
存
在
こ
の
こ
と
が
「
直
接
性
」
に
お
い
て
存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
、
活
動
性
で
あ
る
「
絶
対
理
性
」
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
示
し
て
い
「
知
的
直
観
」
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
１
８
０
２
年
の
「
哲
学
体
系
か
ら
の
さ
ら
な
る
叙
述
」
に
お
い
て
こ
れ
を
検
討
す
当
然
、
こ
の
三
つ
の
認
識
は
、
ま
ず
第
１
に
、
「
肉
体
と
認
識
と
不
可
分
な
諸
規
定
の
直
接
的
で
単
純
な
認
識
で
あ
る
」
色
》
三
》
詮
９
。
こ
れ
は
感
性
的
認
識
で
あ
る
。
外
部
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
、
生
じ
る
認
識
で
あ
る
。
第
２
に
、
こ
の
よ
う
な
認
識
が
「
認
識
の
認
識
作
用
と
い
う
概
念
」
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
自
己
認
識
」
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
が
「
無
限
な
認
識
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
通
常
の
知
」
が
高
ま
る
最
高
の
段
階
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
つ
は
「
有
限
者
」
の
可
能
性
に
か
か
わ
る
認
識
で
あ
り
、
「
無
限
な
認
識
」
に
し
て
も
「
有
限
な
認
識
」
の
可
能
性
を
根
拠
づ
け
る
べ
き
認
識
で
あ
り
、
「
無
限
者
」
の
内
に
特
殊
者
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。
問
題
は
最
後
の
「
永
遠
者
の
認
識
」
で
あ
る
。
こ
の
認
識
こ
そ
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
絶
対
的
認
識
作
用
ａ
尉
号
ｇ
言
①
「
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
が
一
般
に
三
つ
の
ポ
テ
ン
ッ
、
有
限
者
、
無
限
者
そ
し
て
永
遠
者
に
立
ち
返
る
よ
う
に
認
識
の
す
べ
て
の
差
異
が
そ
の
認
識
が
純
粋
に
有
限
な
認
識
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
無
限
な
認
識
で
あ
る
か
永
遠
な
認
識
で
あ
る
か
に
も
と
づ
く
」
（
の
三
・
）
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」
Ｑ
〉
三
・
詮
ｇ
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
「
原
像
的
認
識
作
用
」
Ｐ
三
・
潭
己
と
も
呼
ば
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
「
絶
対
的
認
識
作
用
」
は
原
像
が
特
殊
者
Ⅱ
有
限
者
と
無
限
者
の
合
一
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
「
そ
の
原
像
を
た
だ
理
念
の
う
ち
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
で
、
し
た
が
っ
て
た
だ
知
的
に
の
み
、
直
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
理
念
は
絶
対
的
認
識
の
直
接
的
様
態
で
あ
り
、
し
か
し
、
こ
の
認
識
は
あ
ら
ゆ
る
理
念
の
理
念
、
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
形
式
で
あ
る
か
ら
」
Ｐ
君
ゞ
詮
己
・
原
像
と
は
概
念
が
思
惟
の
純
粋
な
様
態
で
あ
り
、
無
限
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
特
殊
者
に
対
立
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
普
遍
者
と
特
殊
者
の
絶
対
的
統
一
を
示
し
て
お
り
、
思
惟
と
存
在
の
絶
対
的
統
一
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
原
像
的
認
識
作
用
は
、
原
像
の
直
観
、
直
接
的
把
握
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
原
像
的
認
識
は
ま
さ
に
原
像
の
直
接
的
な
直
観
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
認
識
は
存
在
す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
か
ぎ
り
、
こ
の
直
観
は
「
絶
対
理
性
」
の
認
識
と
存
在
と
い
う
存
在
様
式
そ
の
も
の
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
「
知
的
直
観
」
は
「
絶
対
理
性
」
の
直
接
性
を
示
し
、
か
つ
そ
の
存
在
様
式
の
不
可
分
性
を
示
す
．
そ
し
て
重
要
な
の
は
も
は
や
初
期
の
「
自
己
直
観
」
と
し
て
の
「
知
的
直
観
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
様
式
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
初
期
に
お
い
て
自
我
の
「
自
己
直
観
」
と
い
う
基
本
性
格
を
持
っ
て
い
た
「
知
的
直
観
」
は
、
こ
の
同
一
性
哲
学
に
お
い
て
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
「
自
己
」
が
自
我
か
ら
絶
対
者
Ⅱ
神
へ
と
変
化
す
る
。
す
で
に
自
我
か
ら
絶
対
者
へ
と
こ
の
主
体
は
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
３
）
知
的
直
観
の
問
題
性
（
８
）
「
知
的
直
観
」
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
当
初
か
ら
「
直
接
性
」
の
問
題
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
反
省
を
介
し
て
「
原
理
」
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
「
制
限
さ
れ
た
絶
対
者
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
問
題
は
あ
く
ま
で
も
「
絶
対
者
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
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、
、
、
、
、
、
た
が
っ
て
、
「
知
的
直
観
」
と
い
う
カ
ン
ト
が
否
定
し
た
概
念
を
取
り
出
し
て
く
る
。
こ
の
知
的
直
観
は
第
１
に
、
「
直
観
」
の
受
容
性
を
主
張
す
る
と
き
に
、
「
直
観
の
外
部
」
に
出
る
こ
と
を
否
定
で
き
る
。
「
受
容
性
」
は
直
観
に
そ
く
し
て
見
れ
ば
、
カ
ン
ト
が
『
純
理
』
の
、
、
、
、
、
「
感
性
論
」
で
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
触
発
さ
れ
る
含
鄙
風
①
己
」
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
自
ら
が
解
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ、
け
を
示
し
て
い
る
。
「
感
性
的
直
観
」
の
場
合
に
は
、
常
に
す
で
に
「
直
観
」
の
外
部
に
何
ら
か
の
「
受
容
さ
れ
る
も
の
」
、
す
な
わ
ち
触
、
、
、
、
、
、
、
発
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
カ
ン
ト
の
「
物
自
体
」
が
端
的
に
そ
の
よ
う
に
「
直
観
」
の
外
部
を
示
す
こ
と
に
、
、
、
、
、
な
る
。
だ
が
、
知
的
直
観
は
感
性
的
直
観
と
異
な
り
、
「
知
的
」
で
あ
る
が
故
に
能
動
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
的
直
観
は
も
は
や
「
直
観
」
の
外
部
に
何
も
の
も
必
要
と
し
な
い
。
「
知
性
」
そ
の
も
の
が
概
念
史
的
に
、
こ
の
よ
う
な
能
動
性
を
指
示
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
能
（
、
ｕ
〕
）
、
、
動
的
知
性
」
と
「
受
動
的
知
性
」
の
区
別
を
「
直
観
」
理
解
の
も
と
で
継
承
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
こ
う
し
て
知
的
直
観
は
、
能
動
性
の
否
定
的
表
現
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
の
よ
う
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
知
的
直
観
」
が
こ
の
「
直
観
の
受
容
性
」
を
能
動
性
の
否
定
的
表
現
と
し
て
定
式
化
す
る
と
き
、
「
直
観
」
に
現
在
す
る
「
絶
対
者
」
が
「
そ
れ
自
身
に
即
し
て
自
己
を
開
示
す
る
こ
と
」
が
可
能
と
な
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
考
え
る
「
知
的
直
観
」
は
そ
の
意
味
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
３
に
、
初
期
に
あ
っ
て
は
「
自
己
直
観
」
は
「
自
己
」
Ⅱ
自
我
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
自
我
」
が
「
絶
対
者
」
を
把
握
す
る
と
い
う
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
る
（
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
絶
対
自
我
」
）
。
だ
が
、
同
一
性
哲
学
期
に
は
「
自
己
」
Ⅱ
「
絶
対
者
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
す
で
に
軸
足
が
「
絶
対
者
」
に
動
い
て
お
り
、
「
絶
対
者
」
が
「
知
的
直
観
」
に
お
い
て
現
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
考
え
る
「
知
的
直
観
」
は
つ
ね
に
「
自
己
直
観
」
で
あ
る
が
、
初
期
か
ら
同
一
性
体
系
へ
の
展
開
の
中
で
「
自
己
直
観
」
が
わ
れ
わ
れ
有
限
者
と
絶
対
者
を
繋
結
す
る
機
能
と
位
置
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
自
我
」
と
「
絶
対
者
」
の
中
で
本
質
を
同
じ
に
し
な
が
ら
、
隔
（
、
）
離
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
わ
れ
わ
れ
が
「
知
的
直
観
」
に
到
達
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
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さ
て
、
「
絶
対
者
」
そ
の
も
の
は
ど
の
よ
う
な
構
造
を
し
て
い
る
か
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
表
現
「
絶
対
的
同
一
性
」
Ｉ
「
絶
対
的
総
体
性
」
、
あ
る
い
は
「
有
限
者
」
ｌ
「
無
限
者
」
ｌ
「
永
遠
者
」
と
い
う
三
つ
の
区
別
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
絶
対
者
」
の
構
造
を
示
す
た
め
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
が
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
様
式
を
示
し
、
知
的
直
観
と
い
う
あ
り
方
を
示
す
と
す
れ
ば
、
後
者
は
こ
の
「
知
的
直
観
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
「
絶
対
的
同
一
性
」
ｌ
「
絶
対
的
総
体
性
」
の
内
部
構
造
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
「
絶
対
的
同
一
性
」
ｌ
「
絶
対
的
総
体
性
」
は
「
絶
対
理
性
」
に
お
け
る
臼
己
構
成
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
絶
対
的
総
体
性
」
は
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
者
は
直
接
性
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
無
時
間
的
な
存
在
様
式
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
然
哲
学
以
来
登
場
す
る
「
自
己
ｌ
客
体
⑦
①
さ
等
○
昼
①
廓
）
」
Ｐ
昌
浅
④
、
「
主
観
ｌ
客
観
（
普
互
①
蚕
‐
○
豆
①
蚕
）
」
ロ
》
目
ご
巴
あ
る
い
は
「
主
観
Ｉ
客
観
化
」
ロ
・
ぐ
・
筐
巴
、
「
自
己
ｌ
客
観
化
命
①
弓
串
○
且
の
き
ぐ
国
巨
信
と
口
・
雪
》
さ
）
と
い
う
用
語
も
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
登
場
す
る
「
対
象
化
」
の
論
理
で
は
な
く
、
「
自
己
」
の
存
在
様
式
論
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
が
存
在
す
る
の
は
「
絶
対
的
総
体
性
」
と
し
て
同
時
的
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
両
者
は
直
接
的
に
一
体
的
り
、
到
達
す
れ
ば
、
「
絶
対
者
」
そ
の
も
の
が
問
題
と
な
る
。
「
形
式
的
に
絶
対
的
な
認
識
は
こ
う
し
て
必
然
的
に
同
時
に
絶
対
者
そ
の
も
の
の
認
識
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
絶
対
者
の
直
接
的
な
認
識
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
：
：
：
最
初
の
思
弁
的
な
認
識
で
あ
り
、
一
切
の
哲
学
の
可
能
性
の
原
理
に
し
て
根
拠
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
認
識
を
知
的
直
観
と
名
づ
け
る
」
ロ
》
三
》
霊
巴
。
２
．
絶
対
者
と
自
己
構
成
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で
あ
り
、
不
可
分
で
あ
る
と
み
な
き
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
使
用
す
る
こ
の
「
自
己
ｌ
客
観
化
」
あ
る
い
は
「
主
観
ｌ
客
観
化
」
命
巨
互
①
毒
‐
○
昼
の
三
島
屋
伝
）
と
い
う
概
念
は
「
絶
対
者
」
の
自
己
構
成
を
示
す
方
法
的
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
と
き
「
主
観
」
が
白
己
を
否
定
し
自
己
と
向
き
合
う
Ⅱ
対
象
化
の
論
理
と
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
自
己
分
節
化
」
あ
の
守
串
雷
三
三
①
昌
信
）
と
で
も
言
う
べ
き
論
理
展
開
を
め
ざ
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
「
絶
対
的
同
一
性
」
Ⅱ
「
絶
対
的
総
体
性
」
で
あ
り
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
が
現
在
す
る
と
き
「
万
有
」
と
し
て
現
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
「
否
定
」
を
含
ま
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
否
定
」
を
含
む
こ
と
は
「
絶
対
性
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
こ
の
絶
対
的
同
一
性
が
同
一
律
の
命
題
Ａ
Ⅱ
Ａ
で
表
現
で
き
る
と
言
う
。
ま
さ
に
フ
ィ
ヒ
テ
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
、
「
同
一
律
」
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
命
題
が
意
味
す
る
の
は
、
Ａ
が
主
語
と
し
て
の
Ａ
も
述
語
と
し
て
の
Ａ
で
も
な
く
、
同
一
性
そ
の
も
の
が
定
立
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
同
一
性
が
直
接
的
に
．
端
的
に
、
か
つ
無
時
間
的
に
定
立
さ
れ
て
い
る
こ
（
１
）
不
可
分
性
と
直
接
性
ｌ
「
同
一
性
」
と
「
無
差
別
」
（
Ⅲ
）
「
不
可
分
性
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
意
義
は
、
す
で
に
ラ
ン
ク
が
指
摘
し
て
い
る
。
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
意
味
す
る
の
は
「
諸
対
立
」
の
統
一
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
反
省
」
に
よ
っ
て
対
立
さ
せ
ら
れ
、
相
互
関
係
に
お
い
て
現
れ
た
諸
規
定
を
、
こ
の
関
係
を
「
捨
象
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
一
言
い
換
え
る
と
「
絶
対
的
に
見
ら
れ
れ
ば
」
、
あ
る
い
は
「
そ
の
本
質
に
お
い
て
見
ら
れ
れ
ば
」
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
す
な
わ
ち
主
観
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
客
観
的
な
も
の
と
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
主
観
的
な
も
の
は
客
観
的
な
も
の
と
の
同
一
性
に
お
い
て
、
客
観
的
な
も
の
は
主
観
的
な
も
の
と
の
同
一
性
に
お
い
て
現
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
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「
絶
対
的
同
一
性
」
は
量
的
差
別
を
生
じ
さ
せ
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
存
在
す
る
と
き
、
同
一
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
「
絶
対
的
総
体
性
」
と
し
て
現
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
有
限
者
を
顧
慮
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
量
的
差
別
が
生
じ
る
。
こ
の
と
き
、
絶
対
的
同
一
性
は
「
量
的
無
差
別
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
量
的
無
差
別
の
表
現
は
ま
さ
に
Ａ
Ⅱ
Ａ
と
い
う
表
現
で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
主
観
的
な
も
の
と
、
客
観
的
な
も
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
絶
対
的
同
一
性
に
よ
っ
て
、
「
絶
対
的
同
一
性
の
根
源
的
認
識
」
も
ま
た
存
在
し
、
Ａ
Ⅱ
Ａ
に
よ
っ
て
端
的
に
定
立
さ
れ
て
い
る
（
「
叙
述
」
第
Ⅳ
節
率
民
三
届
ご
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
も
「
同
一
性
」
が
問
題
で
あ
り
、
左
項
の
Ａ
も
右
項
の
Ａ
も
問
題
で
は
な
く
、
「
同
一
性
」
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
が
「
知
的
直
観
」
で
あ
る
。
だ
が
注
意
を
要
す
る
の
は
、
点
と
し
て
の
「
絶
対
的
同
一
性
」
を
Ａ
が
あ
ら
わ
す
な
ら
、
こ
こ
で
は
Ａ
の
二
重
化
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
永
遠
者
」
ｌ
「
無
限
者
」
の
あ
い
だ
に
は
こ
の
二
重
化
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
シ
ェ
リ
ン
グ
は
こ
の
こ
と
を
直
接
性
と
し
て
存
在
様
式
と
し
て
の
表
現
と
考
え
て
こ
う
し
て
、
絶
対
的
同
一
性
は
Ａ
Ⅱ
Ａ
と
い
う
絶
対
的
同
一
性
の
表
現
を
介
し
て
、
存
在
と
認
識
が
端
的
に
同
一
で
あ
る
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
が
ま
た
ス
ピ
ノ
ザ
に
な
ら
っ
て
「
属
性
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
然
と
精
神
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
＠
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
「
無
差
別
」
と
「
同
一
性
」
と
い
う
表
現
の
区
別
も
ま
た
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
い
る
。「
量
的
差
別
が
個
別
的
な
も
の
を
顧
慮
し
て
生
じ
る
と
き
、
絶
対
的
同
一
性
の
方
は
還
的
差
別
が
存
在
す
る
限
り
で
は
主
観
性
と
客
観
性
と
の
量
的
無
差
別
と
し
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
「
叙
述
」
第
別
節
坤
院
三
届
ｇ
ｏ
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の
は
、
両
者
が
主
観
、
客
観
と
し
て
そ
れ
だ
け
で
考
察
さ
れ
る
こ
と
も
考
盧
し
て
表
現
す
る
な
ら
ば
、
図
１
（
本
稿
別
ペ
ー
ジ
）
の
よ
う
な
形
式
で
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
「
主
観
的
な
も
の
」
及
び
「
客
観
的
な
も
の
」
は
「
絶
対
理
性
」
に
お
い
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
根
源
的
存
在
は
ま
さ
に
主
観
的
な
も
の
Ⅱ
客
観
的
な
も
の
（
Ａ
Ⅱ
Ｂ
）
で
あ
る
が
、
無
限
性
に
お
い
て
は
「
主
観
的
な
も
の
の
優
勢
」
と
し
て
現
れ
る
（
Ａ
＋
Ⅱ
Ｂ
）
か
、
「
客
観
的
な
も
の
の
優
勢
（
Ａ
Ⅱ
Ｂ
＋
）
」
と
し
て
現
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
無
差
別
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
は
、
ま
さ
し
く
「
絶
対
的
同
一
性
」
ｌ
「
絶
対
的
総
体
性
」
と
い
う
展
開
の
側
か
ら
無
限
者
の
領
域
に
お
い
て
「
絶
対
的
同
一
性
」
と
区
別
さ
れ
る
事
態
を
示
す
用
語
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
「
純
粋
同
一
性
」
と
い
う
用
語
も
ま
た
使
用
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
純
粋
同
一
性
」
と
い
う
表
現
は
、
す
で
に
、
有
限
者
の
実
在
を
前
提
に
し
て
言
わ
れ
る
用
語
で
あ
り
、
有
限
者
の
量
的
差
別
に
た
い
し
て
、
そ
れ
と
対
立
し
て
主
観
性
と
客
観
性
の
同
一
性
を
示
す
表
現
で
あ
る
。
「
個
別
者
を
顧
慮
す
れ
ば
、
い
か
に
一
方
の
側
面
か
あ
る
い
は
他
方
の
側
面
か
に
優
位
が
向
け
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
う
ち
で
何
も
の
も
区
別
さ
れ
な
い
純
粋
同
一
性
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
か
の
量
的
差
別
も
や
は
り
、
自
体
的
に
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
た
だ
現
象
の
内
に
の
み
措
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
「
叙
述
」
第
帥
節
解
明
唖
」
葛
届
己
。
（
２
）
実
体
と
属
性
こ
う
し
て
、
絶
対
的
同
一
性
は
「
絶
対
的
総
体
」
と
し
て
は
存
在
す
る
こ
と
と
認
識
す
る
こ
と
と
し
て
現
在
す
る
。
こ
れ
が
無
時
間
的
72
な
端
的
な
「
理
性
の
境
位
」
に
お
け
る
構
造
的
な
構
成
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
、
「
絶
対
的
総
体
」
が
「
宇
宙
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
の
領
域
と
し
て
自
然
の
領
域
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
旧
）
自
然
哲
学
に
お
い
て
、
自
然
の
発
生
は
「
論
理
発
生
（
宮
琶
需
邑
①
の
①
）
」
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
と
き
自
然
は
「
生
産
性
と
産
物
の
同
一
性
」
と
し
て
定
義
さ
れ
、
「
生
産
性
」
Ⅱ
「
絶
対
的
能
動
性
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
然
の
定
義
か
ら
自
然
の
「
自
己
構
成
」
Ⅱ
自
己
組
織
化
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
個
々
の
自
然
物
は
ま
さ
し
く
こ
の
生
産
性
の
「
記
念
碑
」
で
あ
っ
た
。
（
卿
）
そ
し
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
自
然
そ
の
も
の
を
「
自
然
体
系
三
呉
昌
の
湯
毎
日
）
」
と
し
て
捉
え
、
「
自
然
史
（
ｚ
四
言
彊
の
⑪
の
三
の
三
の
）
」
と
い
う
自
然
の
時
間
的
出
現
か
ら
区
別
し
た
。
す
な
わ
ち
、
自
然
の
生
産
性
は
経
験
的
に
は
、
「
自
然
史
」
と
し
て
現
象
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
自
然
史
」
は
自
然
の
総
体
、
す
な
わ
ち
、
「
自
然
体
系
」
の
ず
れ
室
三
①
月
言
長
）
と
し
て
現
象
す
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
自
然
体
系
」
の
諸
契
機
が
経
験
的
に
実
現
さ
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
一
性
哲
学
に
お
い
て
、
こ
の
自
己
構
成
は
「
自
然
体
系
」
の
側
に
問
題
が
移
動
す
る
。
す
な
わ
ち
「
絶
対
者
」
の
自
己
構
成
で
あ
る
。
こ
の
「
構
成
」
そ
の
も
の
は
カ
ン
ト
の
「
数
学
的
構
成
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
同
一
性
哲
学
の
時
期
に
は
、
こ
の
「
構
成
」
概
念
そ
の
も
の
を
分
析
し
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
後
者
〔
哲
学
ｌ
筆
者
〕
で
は
構
成
が
二
側
面
に
向
か
っ
て
分
離
す
る
と
き
、
構
成
は
後
者
で
は
絶
対
的
無
差
別
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
〔
明
る
み
に
で
る
の
〕
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
殊
的
に
表
現
す
れ
ば
、
前
者
〔
数
学
〕
が
必
然
的
に
特
殊
者
に
お
け
る
普
遍
者
の
表
現
か
、
あ
る
い
は
普
遍
者
に
お
け
る
特
殊
者
の
表
現
か
で
あ
る
と
き
、
哲
学
は
一
方
〔
特
殊
者
に
お
け
る
普
遍
者
の
表
現
〕
で
も
他
方
〔
普
遍
者
に
お
け
る
特
殊
者
の
表
現
〕
で
も
な
く
、
数
学
で
は
分
裂
し
て
現
れ
る
、
絶
対
的
無
差
別
に
お
け
る
諸
統
一
の
表
現
（
Ｍ
）
で
あ
る
、
こ
の
こ
と
〔
が
明
る
み
に
で
る
の
〕
で
あ
る
」
Ｐ
ぐ
》
屋
己
。
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「
絶
対
的
総
体
性
」
の
ポ
テ
ン
ッ
に
お
け
る
最
高
の
存
在
こ
そ
が
「
有
機
体
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
絶
対
的
総
体
性
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
「
有
機
体
」
の
自
体
が
「
絶
対
的
同
一
性
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
と
き
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
こ
の
「
絶
対
者
」
の
自
己
構
成
が
「
直
接
性
」
の
場
面
で
、
「
直
接
性
」
と
し
て
展
開
さ
れ
る
と
考
え
る
。
そ
の
現
在
の
あ
り
方
と
し
て
「
自
己
構
成
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
哲
学
に
お
け
る
「
自
然
体
系
」
が
知
的
直
観
に
お
け
る
「
絶
対
理
性
」
の
構
造
的
展
開
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
同
一
性
の
同
一
性
」
と
い
う
定
義
（
「
叙
述
」
第
陥
節
）
は
単
な
る
点
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
「
絶
対
者
」
と
は
い
え
な
い
〃
そ
の
た
め
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
は
現
在
す
る
。
「
絶
対
的
総
体
性
（
号
普
三
の
ご
菌
昏
登
」
（
「
叙
述
」
第
恥
節
）
は
ま
さ
に
、
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
形
式
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
カ
ン
ト
と
異
な
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
「
知
的
直
観
」
の
成
り
立
つ
場
面
に
お
い
て
「
哲
学
的
構
成
」
が
論
理
発
生
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
こ
の
議
論
に
よ
っ
て
「
ポ
テ
ン
ッ
」
を
こ
の
「
哲
学
的
構
成
」
に
よ
っ
て
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
絶
対
的
同
一
性
は
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
か
ら
分
離
し
て
は
考
え
ら
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
＠
し
た
が
っ
て
、
絶
対
的
同
一
性
は
た
だ
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
し
て
の
み
、
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
的
同
一
性
は
絶
対
的
総
体
性
で
あ
る
」
（
「
叙
述
」
第
恥
節
”
』
。
ご
》
』
画
。
）
○
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シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
実
体
の
概
念
で
も
っ
て
、
こ
の
存
在
様
式
を
示
そ
う
と
す
る
。
そ
の
と
き
、
自
然
事
物
は
ま
さ
に
「
実
体
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
シ
ェ
リ
ン
グ
の
実
体
は
「
基
体
」
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
意
味
の
も
と
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
、
「
絶
対
的
有
機
体
」
と
し
て
の
自
然
が
問
題
に
な
り
、
「
無
限
な
総
体
性
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
彼
が
問
題
に
す
る
「
有
限
者
」
と
い
う
の
も
、
第
一
義
的
に
は
、
分
割
可
能
な
領
域
の
根
底
に
お
け
る
「
実
体
」
の
領
域
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
示
し
た
「
有
限
者
」
、
「
無
限
者
」
そ
し
て
「
永
遠
肴
」
と
い
う
、
こ
の
三
つ
の
区
別
は
「
絶
対
的
同
一
性
」
ｌ
「
絶
対
的
総
体
性
」
と
言
う
内
部
構
造
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
こ
の
区
別
は
あ
く
ま
で
も
「
知
的
直
観
」
の
あ
り
方
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
構
造
的
な
あ
り
方
を
示
す
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
同
じ
地
平
で
」
分
節
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
つ
の
間
に
は
「
量
的
差
別
」
し
か
な
い
。
個
体
性
も
ま
た
「
本
質
に
お
い
て
同
こ
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
ま
さ
に
次
の
よ
う
に
言
う
、
「
実
体
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
本
質
は
全
て
と
同
様
に
、
端
的
に
不
可
分
で
あ
る
。
…
…
絶
対
的
な
実
体
そ
の
も
の
は
分
割
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
分
割
さ
れ
る
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
物
体
に
つ
い
て
語
る
場
合
に
は
、
物
体
は
無
限
に
分
割
可
能
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
分
割
さ
れ
る
も
の
は
決
し
て
物
体
的
な
実
体
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
体
の
否
定
で
あ
る
。
」
（
「
体
系
」
第
肥
節
亜
」
・
畠
ゞ
弓
巴
「
有
機
体
は
絶
対
的
総
体
性
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
有
機
体
に
よ
っ
て
実
在
す
る
同
一
性
は
た
だ
こ
の
ポ
テ
ン
ッ
の
同
一
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
」
（
「
叙
述
」
第
陥
節
亜
拐
員
弓
④
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「
自
己
肯
定
」
と
し
て
「
絶
対
的
同
一
性
」
を
捉
え
る
こ
と
は
、
こ
の
「
絶
対
者
」
の
存
在
様
式
命
里
扁
言
里
陥
）
が
「
絶
対
的
存
在
（
号
ｇ
言
朋
静
冒
）
」
と
「
絶
対
的
認
識
作
用
（
号
ｇ
言
隅
因
島
２
口
ｇ
と
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
存
在
様
式
が
つ
ね
に
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
つ
ね
に
こ
の
運
動
が
絶
対
者
の
う
ち
で
、
絶
対
者
の
地
平
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
絶
対
者
」
に
お
い
て
は
「
反
省
」
は
な
く
、
「
知
的
直
観
」
そ
の
も
の
の
現
在
の
あ
り
方
と
し
て
絶
対
者
の
「
自
己
構
成
」
を
描
こ
う
（
１
）
「
自
己
肯
定
」
と
い
う
議
論
、
、
、
、
、
、
さ
て
、
「
神
」
Ⅱ
「
絶
対
者
」
の
現
在
す
る
場
面
が
「
知
的
直
観
」
で
あ
る
。
こ
の
「
知
的
直
観
」
に
お
い
て
す
べ
て
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
「
受
動
性
」
と
「
能
動
性
」
の
同
一
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
「
神
」
の
自
己
運
動
が
肯
定
す
る
自
己
と
肯
定
さ
れ
る
自
己
と
が
同
じ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
と
は
「
自
己
肯
定
」
と
し
て
の
神
で
あ
る
。
こ
の
点
が
明
確
に
登
場
す
る
の
は
、
１
８
０
４
年
の
「
全
哲
学
の
体
系
」
と
い
う
、
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
時
代
（
一
八
○
三
’
一
八
○
六
年
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
講
義
の
草
稿
で
あ
る
。
「
知
的
直
観
」
は
「
絶
対
者
」
の
自
己
直
観
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
神
が
現
在
し
、
こ
の
場
面
を
離
れ
な
い
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
は
主
観
も
客
観
も
な
い
。
知
ら
れ
る
も
の
も
知
る
も
の
も
存
在
し
な
い
。
「
ど
こ
に
も
主
観
と
し
て
の
主
観
は
存
在
し
な
い
し
、
客
観
と
し
て
の
客
観
は
存
在
し
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
こ
で
知
り
、
か
つ
知
ら
れ
る
ま
さ
し
く
一
に
し
て
同
じ
も
の
だ
け
が
、
し
た
が
っ
て
自
体
的
に
主
観
的
で
も
客
観
的
で
も
な
い
一
に
し
て
同
じ
も
の
だ
け
が
存
在
し
て
い
る
」
（
「
体
系
」
第
１
節
恥
』
ゞ
舅
屋
巴
。
２
．
「
自
己
肯
定
」
と
し
て
の
神
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こ
の
「
肯
定
」
に
よ
っ
て
「
絶
対
的
同
一
性
」
ｌ
「
絶
対
的
無
差
別
」
そ
し
て
ポ
テ
ン
ッ
に
お
け
る
存
在
の
あ
り
方
が
構
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
の
存
在
様
式
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
ま
さ
に
そ
の
認
識
作
用
と
い
う
存
在
様
式
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
と
す
る
。
す
べ
て
の
「
現
在
」
が
「
知
的
直
観
」
に
あ
る
。
「
主
観
と
客
観
の
区
別
が
な
さ
れ
る
反
省
の
そ
の
領
域
か
ら
永
遠
に
自
ら
を
分
か
つ
」
（
「
体
系
」
第
１
節
恥
岸
弓
》
虞
ｇ
ｏ
し
た
が
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
「
自
己
肯
定
お
里
富
国
囲
局
昌
呈
目
）
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
、
「
知
的
直
観
」
と
い
う
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
様
式
そ
の
も
の
を
「
肯
定
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
が
自
覚
化
さ
れ
る
と
考
え
る
。
こ
の
「
肯
定
」
と
言
う
用
語
の
使
用
は
、
「
反
省
」
と
と
う
あ
り
方
を
し
な
い
も
の
と
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
点
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。
現
在
す
る
「
絶
対
的
同
一
性
」
が
自
ら
を
肯
定
す
る
こ
と
が
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
端
的
に
「
存
在
す
る
こ
と
」
を
示
す
の
が
「
肯
定
」
と
い
う
用
語
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
、
、
、
「
神
は
絶
対
的
に
単
純
で
あ
る
。
し
か
し
ま
さ
に
こ
の
絶
対
的
な
単
純
性
の
た
め
に
神
は
自
分
自
身
を
直
接
肯
定
す
る
。
こ
の
自
己
肯
、定
に
よ
っ
て
も
そ
の
も
の
と
し
て
の
肯
定
す
る
も
の
お
よ
び
肯
定
さ
れ
る
も
の
が
、
主
観
的
な
も
の
と
し
て
の
主
観
的
な
も
の
が
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
神
だ
け
が
肯
定
し
、
か
つ
肯
定
さ
れ
る
神
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
。
」
（
「
体
系
」
第
肥
節
恥
据
畠
屋
巴
「
こ
こ
で
可
能
で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
差
異
は
ま
さ
に
、
肯
定
さ
れ
る
も
の
が
肯
定
す
る
も
の
と
完
全
な
均
衡
の
内
に
、
無
差
別
の
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
か
、
あ
る
い
は
肯
定
さ
れ
る
も
の
が
肯
定
す
る
も
の
に
対
す
る
優
位
を
持
ち
、
ま
た
反
対
の
場
合
で
あ
る
か
、
で
あ
る
。
」
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こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
階
層
の
区
別
は
す
で
に
述
べ
た
「
永
遠
者
」
、
「
無
限
者
」
そ
し
て
「
有
限
者
の
区
別
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
れ
は
「
肯
定
す
る
も
の
」
と
「
肯
定
さ
れ
る
も
の
」
の
存
在
様
式
の
区
別
に
基
づ
く
こ
と
に
な
る
。
（
２
）
「
永
遠
者
」
ｌ
「
無
限
者
」
ｌ
「
有
限
者
」
と
い
う
存
在
形
態
。
こ
の
よ
う
な
「
絶
対
者
」
に
お
け
る
展
開
は
存
在
様
式
と
し
て
の
展
開
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ポ
テ
ン
ッ
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
少
し
長
く
な
る
が
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
、
、
、
、
、
、
、
「
神
の
理
念
か
ら
生
じ
る
直
接
的
な
系
列
の
真
の
図
式
は
こ
う
で
あ
る
。
原
像
と
し
て
の
神
は
そ
こ
で
実
在
的
な
万
有
お
よ
び
観
念
的
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
万
有
が
把
握
さ
れ
て
い
る
絶
対
的
同
一
性
で
あ
る
。
実
在
的
な
全
て
お
よ
び
観
念
的
な
全
て
そ
の
も
の
の
直
接
的
な
系
列
は
肯
定
す
、
、
、
る
も
の
お
よ
び
肯
定
さ
れ
る
も
の
の
無
差
別
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
二
重
の
表
現
を
持
つ
、
つ
ま
り
実
在
的
な
も
の
に
お
け
る
一
方
、
、
の
表
現
、
観
念
的
な
も
の
に
お
け
る
他
方
の
表
現
を
持
つ
（
絶
対
的
同
一
性
は
前
者
に
も
後
者
に
も
属
さ
な
い
の
で
）
。
次
い
で
無
差
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
別
か
ら
下
降
す
る
系
列
に
お
い
て
出
て
く
る
の
は
、
肯
定
さ
れ
る
も
の
あ
る
い
は
実
在
的
な
も
の
に
た
い
す
る
机
対
的
な
優
位
に
お
け
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
る
肯
定
す
る
も
の
あ
る
い
は
観
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
肯
定
す
る
も
の
あ
る
い
は
観
念
的
な
も
の
に
対
す
る
相
対
的
な
優
位
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
お
け
る
肯
定
さ
れ
る
も
の
あ
る
い
は
実
在
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
（
「
体
系
」
第
冊
節
注
解
率
』
》
畠
・
曽
己
こ
の
よ
う
に
、
存
在
に
か
ん
す
る
図
式
は
、
第
１
段
階
Ⅱ
原
像
と
し
て
の
神
Ⅱ
絶
対
的
同
一
性
、
第
２
段
階
Ⅱ
実
在
的
系
列
と
観
念
的
（
「
体
系
」
第
別
節
恥
ト
ヨ
・
潭
ｅ
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系
列
Ⅱ
無
差
別
、
第
３
段
階
Ⅱ
無
差
別
か
ら
下
降
す
る
系
列
Ⅱ
相
対
的
優
位
に
お
け
る
肯
定
的
な
も
の
お
よ
び
肯
定
さ
れ
る
も
の
と
い
う
三
つ
の
段
階
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
先
の
図
式
に
な
ら
っ
て
記
述
す
る
と
、
図
２
（
本
稿
別
ペ
ー
ジ
）
の
よ
う
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
第
１
段
階
と
第
２
段
階
は
ま
さ
し
く
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
実
在
的
系
列
」
Ⅱ
「
絶
対
的
存
在
」
と
「
観
念
的
系
列
」
Ⅱ
「
絶
対
的
認
識
（
作
用
）
」
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
こ
れ
ら
は
す
で
に
述
べ
た
「
絶
対
的
総
体
性
」
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
た
い
し
て
相
対
的
優
位
は
、
量
的
無
差
別
に
お
け
る
優
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
Ａ
（
Ａ
Ⅱ
Ｂ
）
お
よ
び
Ｂ
（
Ａ
Ⅱ
Ｂ
）
と
書
く
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
、
カ
ッ
コ
の
外
の
Ａ
が
存
在
、
Ｂ
が
認
識
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
存
在
及
び
認
識
は
そ
の
根
底
に
「
同
一
性
」
が
存
在
す
る
こ
と
（
Ａ
Ⅱ
Ｂ
）
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
量
的
差
別
」
と
も
表
現
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
で
は
こ
の
「
量
的
差
別
」
が
「
有
限
者
」
の
領
域
を
意
味
す
る
と
い
う
先
の
説
明
と
の
関
係
で
は
微
妙
な
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
対
的
優
位
と
し
て
の
「
有
限
者
」
の
領
域
は
、
こ
れ
は
「
有
限
者
」
の
無
限
性
に
お
け
る
表
現
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
言
う
「
有
限
者
」
を
た
だ
ち
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
量
的
差
別
」
と
い
う
批
判
Ⅱ
有
限
者
を
基
礎
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
流
出
論
的
問
題
構
成
で
あ
る
と
い
う
批
判
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
自
然
領
域
を
例
に
と
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
向
然
す
な
わ
ち
「
絶
対
的
有
機
体
」
あ
る
い
は
「
総
体
と
し
て
の
有
機
体
」
は
そ
の
自
体
を
「
絶
対
的
総
体
性
」
の
う
ち
に
持
つ
こ
と
を
シ
ェ
リ
ン
グ
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
白
然
は
「
理
念
」
と
い
う
性
格
を
持
ち
、
そ
の
総
体
に
お
い
て
は
無
限
性
を
表
現
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
自
然
も
ま
た
「
実
体
」
の
領
域
の
問
題
と
し
て
取
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
自
然
の
個
体
性
す
な
わ
ち
個
物
と
し
て
の
自
然
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
絶
対
的
有
機
体
」
あ
る
い
は
「
総
体
と
し
て
の
有
機
体
」
を
自
己
内
で
表
現
し
つ
つ
、
現
象
世
界
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
ポ
テ
ン
ッ
」
に
お
い
て
現
れ
る
「
実
在
的
な
も
の
と
し
て
の
実
在
的
な
万
有
ａ
尉
用
巴
①
と
旨
房
蔚
巴
閉
）
」
が
「
現
象
様
式
が
無
限
性
と
し
て
の
自
然
の
表
現
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
さ
し
く
自
然
哲
学
の
時
代
に
表
現
さ
れ
た
「
自
然
は
無
制
約
者
の
否
定
的
表
現
」
口
・
白
〉
崖
）
と
し
て
、
経
験
世
界
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
「
絶
対
的
有
機
体
」
及
び
「
総
体
と
し
て
の
有
機
体
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
「
自
然
そ
の
も
の
」
あ
る
い
は
「
自
然
体
系
」
で
は
な
く
、
個
物
と
し
て
の
自
然
の
集
合
こ
そ
が
「
反
省
」
に
た
い
し
て
現
れ
る
現
象
と
し
て
の
自
然
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
こ
こ
で
は
「
量
的
差
別
」
と
し
て
の
「
有
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
諸
ポ
テ
ン
ッ
の
三
重
性
［
三
肢
性
、
三
肢
構
造
］
は
実
在
的
な
も
の
と
し
て
の
実
在
的
な
万
有
の
必
然
的
な
現
象
様
式
で
あ
り
、
同
様
に
観
念
的
な
も
の
と
し
て
の
観
念
的
な
万
有
の
現
象
様
式
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
〔
万
有
〕
は
（
第
四
十
九
節
）
た
だ
有
限
な
物
に
よ
っ
て
の
み
現
象
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
現
象
の
差
別
は
た
だ
三
つ
の
ポ
テ
ン
ッ
に
よ
っ
て
の
み
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
三
つ
の
ポ
テ
ン
ッ
は
第
一
の
ポ
テ
ン
ッ
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
優
位
を
、
も
う
一
つ
の
ポ
テ
ン
ッ
が
肯
定
す
る
こ
と
の
優
位
を
、
お
よ
び
第
三
の
ポ
テ
ン
ッ
が
両
ポ
テ
ン
ッ
の
無
差
別
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
」
（
「
体
系
」
第
恥
節
恥
岸
舅
麗
ｅ
も
う
一
つ
す
で
に
言
及
し
た
第
朋
節
か
ら
ポ
テ
ン
ッ
に
つ
い
て
説
明
し
た
部
分
も
ま
た
引
用
し
て
お
こ
う
。
「
物
質
の
実
体
は
物
質
の
無
限
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
実
体
そ
の
も
の
は
万
有
に
等
し
い
。
そ
し
て
万
有
の
典
型
を
自
己
内
に
担
っ
て
い
る
か
ら
。
と
こ
ろ
で
し
か
し
、
有
機
体
は
現
実
・
活
動
（
胃
言
）
に
と
し
て
無
限
で
あ
る
と
し
て
物
質
を
現
象
そ
の
も
の
に
た
い
し
て
も
定
立
す
る
。
」
（
「
体
系
」
第
Ⅲ
節
率
岸
畠
・
窓
ｅ
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限
者
」
の
世
界
が
成
り
立
つ
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
は
「
ポ
テ
ン
ッ
」
の
構
造
は
ま
さ
に
「
二
重
性
ｅ
匡
昌
ｇ
壁
と
（
淫
）
、
「
三
重
性
（
苧
巨
亘
雲
）
」
（
配
）
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
無
限
性
」
と
し
て
の
「
絶
対
的
総
体
性
」
の
経
験
的
な
表
現
と
し
て
階
層
順
序
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
然
哲
学
に
か
ん
し
て
は
、
こ
の
ポ
テ
ン
ッ
の
総
体
を
通
じ
て
「
絶
対
的
有
機
体
」
と
し
て
の
自
然
の
総
体
を
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
自
然
哲
学
の
時
代
の
「
無
限
者
の
否
定
的
表
現
」
と
い
う
自
然
理
解
は
同
一
性
哲
学
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
、
、
、
、
、
し
た
が
っ
て
、
同
一
性
体
系
に
お
い
て
、
日
然
の
世
界
も
ま
た
（
自
然
哲
学
）
「
実
在
的
系
列
」
と
し
て
「
絶
対
的
総
体
性
」
と
い
う
存
在
様
式
に
お
け
る
あ
り
方
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
精
神
の
世
界
（
超
越
論
哲
学
）
も
ま
た
同
様
に
、
「
絶
対
的
総
体
性
」
と
い
う
存
在
様
式
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
「
有
限
者
」
の
世
界
は
実
は
世
界
と
い
う
全
体
と
し
て
は
成
り
立
た
ず
、
む
し
ろ
、
個
別
的
存
在
と
し
て
見
ら
れ
る
と
き
に
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
反
省
」
に
よ
っ
て
個
別
性
に
お
い
て
見
ら
れ
る
と
き
、
「
有
限
者
」
は
現
象
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
、
自
然
物
は
す
で
に
自
然
哲
学
の
時
期
に
は
、
最
終
的
に
「
生
産
性
と
産
物
の
同
一
性
」
Ｐ
白
・
鴎
巴
と
し
て
表
現
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
自
然
哲
学
の
時
期
に
は
、
自
然
は
「
絶
対
的
能
動
性
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
表
現
は
「
生
産
性
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
能
動
性
こ
そ
が
「
絶
対
的
同
一
性
」
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
期
に
は
「
純
粋
同
一
性
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
自
然
の
領
域
に
お
い
て
自
然
の
生
産
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
は
個
体
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
そ
の
領
域
を
必
然
的
な
領
域
と
す
る
が
故
に
、
「
純
粋
同
一
性
」
と
呼
ば
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
自
然
の
世
界
に
お
い
て
自
然
の
生
産
性
は
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
存
在
様
式
で
あ
り
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
現
象
世
界
の
自
然
物
を
表
現
す
る
こ
と
が
（
喝
）
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
こ
の
時
期
に
は
自
然
哲
学
の
時
期
の
自
然
の
基
礎
づ
け
を
継
承
し
つ
つ
、
「
自
己
ｌ
客
体
」
と
い
う
表
現
に
連
な
る
「
主
観
ｌ
客
観
化
」
と
い
う
表
現
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
後
、
こ
の
方
向
で
（
す
な
わ
ち
、
自
然
の
形
而
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こ
の
同
一
性
体
系
に
た
い
し
て
、
問
題
は
こ
の
時
期
シ
ェ
リ
ン
グ
が
行
っ
た
「
流
出
論
論
争
」
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
「
流
出
論
的
批
判
」
に
た
い
し
て
、
問
題
は
「
有
限
者
」
も
ま
た
「
絶
対
的
同
一
性
」
ｌ
「
絶
対
的
総
体
」
の
構
造
的
構
成
要
素
を
示
す
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
「
流
出
」
す
る
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
と
き
、
そ
れ
だ
け
で
は
答
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
現
象
世
界
」
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
自
然
哲
学
と
超
越
論
哲
学
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
円
環
構
造
は
、
ま
さ
に
「
有
機
体
」
と
い
う
自
己
関
係
構
造
と
し
て
「
絶
対
的
理
性
」
の
直
接
性
に
し
て
不
可
分
性
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、
活
動
性
と
し
て
「
絶
対
的
同
一
性
」
の
内
的
構
造
を
無
時
間
的
に
展
開
こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
一
性
体
系
に
お
い
て
は
、
自
然
哲
学
と
超
越
論
哲
学
は
も
は
や
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
、
同
一
性
体
系
の
二
つ
の
分
肢
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
が
作
る
円
環
構
造
も
ま
た
、
そ
れ
は
現
象
世
界
を
考
盧
し
て
見
ら
れ
る
と
き
に
、
成
立
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
一
性
体
系
は
こ
れ
ら
の
二
つ
の
分
肢
に
よ
る
円
環
構
造
を
捨
象
し
た
と
き
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
同
一
性
体
系
は
「
絶
対
的
理
性
」
の
体
系
と
し
て
構
想
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
限
り
、
１
８
０
４
年
の
「
全
哲
学
の
体
系
」
に
お
け
る
「
自
己
肯
定
」
と
し
て
の
絶
対
的
同
一
性
理
解
は
、
確
実
に
１
８
０
１
年
の
「
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
」
に
お
け
る
図
式
性
を
克
服
し
、
後
者
が
ス
ピ
ノ
ザ
の
叙
述
に
な
ら
う
と
言
う
シ
ェ
リ
ン
グ
自
身
の
表
明
を
克
服
し
、
「
同
一
性
」
の
力
動
化
と
も
一
言
う
べ
き
展
開
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
直
接
性
及
び
不
可
分
性
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
し
て
「
知
的
直
観
」
を
取
り
だ
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
こ
こ
に
お
い
て
そ
の
活
動
性
を
強
調
す
る
体
系
性
を
主
張
す
上
学
的
基
礎
付
け
）
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
自
然
哲
学
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
略
）
る
こ
と
に
な
る
。
小
括
82
救
い
出
す
の
は
、
自
然
の
全
体
、
精
神
の
全
体
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
現
象
世
界
に
お
け
る
「
個
体
性
」
の
問
題
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
個
体
性
」
は
独
自
の
存
在
理
由
を
持
つ
の
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
「
個
体
性
の
存
立
根
拠
」
、
い
わ
ゆ
る
現
実
の
個
別
者
Ⅱ
有
限
者
の
独
自
性
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
私
自
身
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
こ
の
議
論
を
「
流
出
論
論
争
」
に
た
い
し
て
今
回
は
回
答
を
留
保
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
次
の
課
題
で
あ
る
と
述
べ
（
Ｆ
）
て
お
き
た
い
。
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A
A=A
A+=B A=B+
A=B
図1絶対的同一性と絶対的総体性、量的無差別
A=B
(実在的系列）
A+=B
A=A
A=B
(観念的系列）
A=B+
図2
原像としての神
無差別の系列
相対的優位
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註（
５
）
こ
の
よ
う
な
理
解
が
今
日
の
研
究
上
の
通
説
と
な
る
が
、
当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
と
シ
ェ
リ
ン
グ
で
は
後
者
の
存
在
の
大
き
さ
と
比
し
て
前
者
が
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
の
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
両
者
の
編
集
に
よ
る
「
哲
学
批
判
雑
誌
」
（
１
８
０
１
１
１
８
０
２
）
の
論
文
の
執
筆
者
は
今
日
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
匿
名
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
信
仰
と
知
」
な
ど
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
論
文
と
み
な
さ
れ
、
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宝
＆
『
三
冒
弓
の
巨
ゞ
粋
言
ミ
員
ぢ
い
暮
尽
ミ
ミ
§
の
。
§
駒
ミ
ミ
聖
誉
吻
ｇ
ミ
、
舅
ｇ
の
。
ミ
ミ
ミ
。
言
》
扇
９
．
を
参
照
。
（
６
）
例
え
ば
、
「
自
我
論
文
」
（
恒
・
弓
己
あ
る
い
は
「
哲
学
書
簡
」
戸
屋
弓
雷
言
）
で
は
、
三
里
異
白
呈
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）
言
『
国
ｇ
三
四
弓
＆
》
国
己
の
ご
眉
目
ゞ
＄
国
ミ
ミ
ミ
ミ
き
ゃ
ミ
自
彊
菫
。
言
震
員
電
ミ
薑
雲
、
車
曽
暑
号
、
更
信
、
、
国
薑
思
包
＆
曼
蜀
の
冒
三
①
旨
の
『
》
匿
臣
（
８
）
こ
の
点
で
は
神
崎
繁
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
子
供
た
ち
ｌ
ヘ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」
『
西
洋
哲
学
史
Ⅲ
」
講
談
社
、
２
０
１
２
年
。
（
９
）
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
作
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
超
越
論
哲
学
の
時
期
と
言
わ
れ
る
１
７
９
５
１
１
７
９
７
年
の
時
期
に
シ
ェ
リ
ン
グ
は
「
哲
学
一
般
の
形
式
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
「
哲
学
の
原
理
と
し
て
の
自
我
に
つ
い
て
」
「
独
断
論
と
批
判
主
義
に
関
す
る
哲
学
的
書
簡
」
「
知
識
学
と
い
う
観
念
論
の
解
明
に
関
す
る
諸
論
文
」
と
い
う
４
作
を
書
い
て
い
る
。
同
一
性
哲
学
は
１
８
０
１
年
か
ら
１
８
０
６
年
ま
で
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
１
８
０
１
年
の
「
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
」
、
１
８
０
２
年
「
哲
学
体
系
か
ら
の
詳
述
」
、
１
８
０
４
年
「
全
哲
学
の
体
系
」
、
「
哲
学
と
宗
教
」
で
あ
る
。
（
蛆
）
こ
の
点
は
、
初
期
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
は
す
で
に
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
た
い
す
る
基
本
的
な
批
判
は
「
自
我
の
系
列
」
と
「
観
察
す
る
自
我
の
系
列
」
を
区
別
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
問
題
設
定
に
お
い
て
出
発
点
の
自
我
と
到
達
点
と
し
て
の
絶
対
自
我
の
混
同
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
に
は
留
＊
本
編
で
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
湾
富
農
眉
一
の
患
日
日
震
呂
の
君
国
憲
・
昂
閉
ｌ
畠
臼
か
ら
、
部
門
、
巻
数
、
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
口
部
門
と
ペ
ー
ジ
数
は
算
用
数
字
で
、
巻
数
は
ロ
ー
マ
数
字
で
示
す
。
（
１
）
拙
稿
「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
ー
生
き
て
い
る
自
然
と
『
思
惟
ｌ
存
在
の
同
一
性
』
」
「
自
然
の
根
源
力
」
（
西
川
富
雄
編
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
１
９
９
５
年
に
お
い
て
、
同
一
性
体
系
に
つ
い
て
は
一
度
私
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
（
２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
『
哲
学
中
辞
典
」
（
尾
関
他
編
）
、
知
泉
書
館
、
２
０
１
４
年
３
月
（
印
刷
中
）
の
頂
Ⅱ
「
同
一
哲
学
」
を
参
照
せ
よ
。
（
３
）
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
１
８
０
０
年
の
体
系
断
片
」
に
あ
け
る
表
現
で
あ
る
。
（
４
）
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
ク
「
同
一
性
と
非
同
一
性
と
の
同
一
性
」
貢
－
ゲ
ル
哲
学
研
究
』
第
岨
号
（
２
０
１
３
年
）
、
１
～
羽
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
ま
た
尻
目
号
房
弔
目
星
。
房
．
ロ
詩
圃
舅
討
言
信
ミ
ミ
ロ
ミ
ミ
静
．
国
ミ
崖
冒
言
、
ミ
ミ
噌
量
雷
電
向
ミ
ミ
ミ
ミ
員
ミ
ミ
さ
ミ
ミ
ミ
．
啓
言
雪
愚
震
曼
函
侭
里
言
屍
烏
．
の
口
』
茸
胴
巴
詳
恥
｛
白
の
茸
‐
ｎ
．
茸
Ｐ
』
や
『
や
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意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拙
稿
「
近
代
的
自
我
と
絶
対
者
－
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
、
あ
る
い
は
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
の
理
論
的
前
提
」
「
物
象
化
と
近
代
主
体
」
（
永
井
、
福
山
、
長
島
編
）
。
創
風
社
、
１
９
９
１
年
、
１
２
３
１
１
５
３
ペ
ー
ジ
。
（
、
）
蚕
眉
》
雰
目
言
己
》
国
、
ミ
言
ミ
ミ
ミ
豆
ミ
ミ
雷
酎
．
国
ミ
Ｓ
ミ
爵
ミ
言
信
豊
野
言
ミ
長
西
国
、
ミ
ミ
ご
ミ
言
§
ミ
、
蜀
国
昊
言
儲
国
．
三
二
号
号
函
。
の
胃
冒
四
目
ゞ
（
過
）
こ
の
「
自
然
体
系
」
が
「
普
遍
的
有
機
体
ａ
の
『
四
后
ｇ
］
の
旨
①
○
『
魑
昌
の
日
巨
の
）
」
Ｑ
》
自
認
巴
あ
る
い
は
「
絶
対
的
有
機
体
ａ
①
『
号
の
○
三
の
○
侭
９
重
目
の
と
ロ
》
（
ｕ
）
「
論
理
発
生
」
と
い
う
指
摘
は
次
の
論
文
に
基
づ
く
。
函
Ｒ
冑
臣
目
．
評
言
言
己
．
ｚ
胃
昌
あ
の
房
匡
号
晨
融
ご
罠
言
呈
融
三
国
ｚ
胃
昌
嘗
ぎ
ｇ
冒
冷
》
冒
乏
ミ
ミ
ミ
薑
こ
の
愚
萄
迂
さ
舜
登
》
ご
侭
》
ぐ
Ｃ
邑
田
奇
国
毒
四
ご
ロ
国
Ｒ
丙
白
煙
屋
Ｐ
国
９
日
騨
邑
ご
肉
感
邑
鴨
匡
邑
・
詞
匡
昌
つ
員
三
里
①
塚
稗
三
侭
閏
兵
団
且
○
四
国
ご
里
呂
吋
○
日
目
四
国
古
ｏ
厨
ず
ｃ
ｃ
い
ご
額
》
（
Ⅲ
）
引
用
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
哲
学
に
お
け
る
構
成
に
つ
い
て
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
の
数
学
的
構
成
概
念
を
批
判
し
て
、
カ
ン
ト
が
「
哲
学
的
構
成
」
を
否
定
す
る
理
由
を
「
知
的
直
観
」
を
認
め
な
い
と
こ
ろ
に
求
め
て
い
る
。
（
妬
）
拙
稿
「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
」
『
東
洋
大
学
哲
学
講
座
第
２
巻
哲
学
を
享
受
す
る
」
２
０
０
６
年
を
参
照
。
（
船
）
シ
ェ
リ
ン
グ
は
１
８
０
１
年
の
「
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
」
、
１
８
０
２
年
の
「
哲
学
体
系
か
ら
の
さ
ら
な
る
叙
述
」
、
１
８
０
４
年
の
「
全
哲
学
の
体
系
」
と
体
系
記
述
を
展
開
し
て
い
る
が
、
つ
ね
に
挫
折
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
１
８
０
４
年
の
「
哲
学
と
宗
教
」
で
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
イ
ャ
ー
と
の
「
流
出
論
論
争
」
を
展
開
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
が
こ
の
哲
学
体
系
の
挫
折
の
原
因
で
あ
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
同
一
性
体
系
の
挫
折
は
、
「
量
的
差
別
」
の
領
域
の
叙
述
の
問
題
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
留
意
す
べ
き
で
あ
る
（
Ⅳ
）
こ
の
点
で
四
日
谷
敬
子
「
自
己
肯
定
の
神
と
自
己
否
定
的
精
神
ｌ
シ
ェ
リ
ン
グ
の
同
一
哲
学
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
イ
ェ
ナ
論
理
学
」
冨
井
医
科
大
学
一
般
教
育
紀
窒
第
三
号
（
１
９
８
３
年
）
閃
ｌ
例
ペ
ー
ジ
は
こ
の
問
題
を
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
ィ
ャ
ー
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
優
れ
た
論
文
で
あ
り
、
そ
れ
は
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
四
つ
つ
Ｐ
国
門
の
扇
の
【
四
目
雨
一
畠
・
弓
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
の
・
函
①
岸
‐
四
四
画
だ
ろ
う
。
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